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 本研究は、細胞内の選別的物質輸送システムにおける根本的
な仕組みの解明を⽬的としている。 

応募者らが世界に先駆けて開発した超⾼速、⾼空間分解能ラ
イブイメージングシステムを活⽤し、特定の膜コンパートメン
トの動態、変遷とそれらの間で受け渡される積荷分⼦の移動状
態を⾼い精度で観察することによって、その動的状態をサポー
トする分⼦機構を解明しようとする挑戦的で重要な研究計画で
ある。また、研究材料として、ゴルジ体が異なる集合状態を取
る酵⺟や植物細胞株、動物細胞株をモデルとし、輸送システム
の⽣物種間の違いを把握しつつ普遍的なメカニズムを抽出する
計画となっている。 

本研究は、膜交通に関して応募者がこれまでに積み重ね、国
際的に評価されてきた研究活動に裏付けられていることから、
⼤きな研究成果が期待できる。  
 

  


